










小児各種糸球体腎炎 31 例につき電顕的 HID-TCH-SP 法を用いて糸球体基底膜外透明層の

anionic sites の半定量的検討を行った。多くの腎炎例の anionic sites はコントロール

に比較して減少していた。腎生検時蛋白尿量により 3群に分けて比較すると,中等度,高度

蛋白尿群でより強い減弱があり,その減弱の程度は末梢係蹄壁よりパラメサンギウム領域

でより強かった。これら糸球体腎炎では anionic sites が障害されており,これにより蛋

白尿が発現することが示唆された。


